
 
 

  

      

 

           

           

 

 

 

            

 

            

            

            

 

          

 

 

            

            

            

 

 

            

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県広域消防相互応援協定に基づく活動概要について 

海水利用システム搭載車 

焼損状況 30,412m２ 
１４７棟 

糸魚川駅 

分岐金具 4 方向へ 

約 1０m3水槽×１ 

約  １m3水槽×２ 

延焼阻止ライン×１ 

水中ポンプ設定状況① 

姫川港にて海水を揚水 

水中ポンプ設定状況② 

国道 8 号線を長距離送水 

ホース総延長約１．７ｋｍ 

 拡大図 

仮設水槽への送水 

○火  

 

総送水量 約１，１０７m3、ポンプ稼働時間約１２時間 

 

県内応援隊の主な活動内容 

【現場到着～火勢鎮圧まで】 

 現場指揮本部長命により、駅前通り（県道糸魚川停車場線）を延焼阻止線として延焼拡大

阻止にあたるとともに、長時間活動する糸魚川市消防本部職員及び消防団員と順次現場交代

を行った。 

 

 

【火勢鎮圧～鎮火まで】 

 重機投入部分を主として、残火処理活動を実施。現場指揮本部長と協議し、活動エリアを

４つに分け、各エリア約３隊ずつ、２時間ローテーションで活動する。 

現場指揮本部 

【糸魚川市消防本部】 

上越消防・泡原液搬送車（4m3・タンク車として使用） 

駅南側消火栓と駅北側 60m3 水槽間を往復して補水 

総補水量 148m3（37 回） 

０ 

０ 200m 

100m 

水槽 

消火栓 

焼損範囲 
現場指揮本部 

【糸魚川市消防本部】 

○火  
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